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ミロク会計人会連合会主催 

「第 38 回 全国統一研修会・広島大会」開催のご案内 
～ 『伝えよう。地方の力と情熱を!』をコンセプトに、会計事務所・企業経営者に向けた講演と研修 ～ 

 
 

財務・会計システムおよび経営情報サービスを開発・販売する株式会社ミロク情報サービス（本社：東京都

新宿区、代表取締役社長：是枝周樹 以下、MJS）の全国ユーザー会計事務所が組織する「ミロク会計人会

連合会」は、11月 7日（木）、広島市のリーガロイヤルホテル広島において「第 38回全国統一研修会・広島大

会」を開催いたします。 

 

「全国統一研修会」は、日本全国の税理士・公認会計士、事務所職員やその顧問先企業の方々を対象に、

著名人による基調講演や各種分科会を通して学びと交流の場を提供するイベントとして毎年開催しています。

本年の「全国統一研修会」は、デフレ脱却へと力強く動き出した日本経済を後押しするような戦略や展望、会

計事務所の現場がこれから必要とされる知識や情報などを提供する講演と研修を企画しています。 

基調講演には、外交ジャーナリストで作家でもある手嶋龍一氏を講師に迎え、“アジア半球の時代を生き抜

く～地方からの情報発信～”を演題にご講演いただきます。 

また、第 1 分科会では“これだけでも便利！気軽に使えるタブレット”と題し、事務所業務改善の取り組みを

実践している情報ネットワーク委員会より、タブレット端末の活用法について紹介します。 

第 2 分科会では、親子三代に渡って備前焼の伝統と技を継承する藤原和氏に、企業でいう事業承継の難

しさや苦労とともに地方の力と情熱を講演いただきます。 

さらに第 3 分科会では、長年広島カープで活躍された達川光男氏に「ネット裏の会計学～苦しみを笑いに

変えた野球人生～」をテーマにご講演いただきます。 

MJS は同イベントへ協賛し、全国の税理士・公認会計士事務所とその顧問先企業の業務改善やコミュニ

ケーションの促進を支援し、日本経済の発展に貢献したいと考えています。 

 

報道関係者の皆様の当日の取材も可能となっております。取材を希望される方は、広報担当まで事前にご

連絡の上、お気軽にご参加ください。 
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株式会社ミロク情報サービス 

（コード番号：9928） 

NEWS RELEASE                                         

報道関係者 各位 
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～ 開催概要 ～ 

 

【名称】  第 38 回全国統一研修会 広島大会 ～伝えよう。地方の力と情熱を! ～ 
 

【日程】  2013 年 11 月 7 日（木）  
 

【場所】  リーガロイヤルホテル広島 

        〒730-0011 広島県広島市中区基町 6-78  TEL：082-502-1121 
 

【内容】  ＜式典・基調講演＞ 14：00～16：00 （「ロイヤルホール」） 

        演題 「アジア半球の時代を生き抜く～地方からの情報発信～」 

        講師 外交ジャーナリスト・作家・元 NHK ワシントン支局長 

手嶋 龍一 氏 
 

＜第 1 分科会＞ 16：30～18：00 （「第 1 分科会会場」） 

演題 「これだけでも便利！気軽に使えるタブレット 

～もうアナログ税理士とは言わせない～」 

担当 情報ネットワーク委員会 
 

       ＜第 2 分科会＞ 16：30～18：00 （「第 2 分科会会場」） 

演題 「備前焼と私」 

講師 備前焼陶芸作家・日本工芸会正会員 

    藤原 和 氏 
 

＜第 3 分科会＞ 16：30～18：00 （「第 3 分科会会場」） 

演題 「ネット裏の会計学～苦しみを笑いに変えた野球人生～」 

講師 プロ野球解説者 

    達川 光男 氏 
 

【主催】  ミロク会計人会連合会 
 

【協賛】  株式会社ミロク情報サービス 
 
【URL】  http://www.mirokukai.ne.jp/unseminar/main.html 
 
 

■ 株式会社ミロク情報サービス（MJS）について  （http://www.mjs.co.jp/） 
 
全国の会計事務所と中堅・中小企業に対し、経営システムおよび経営ノウハウならびに経営情報サービス

を提供しています。現在、約8,400の会計事務所ユーザーを有し、財務会計・税務を中心とした各種システム

および経営・会計・税務等に関する多彩な情報サービスを提供しています。また、中堅・中小企業に対して、

財務を中心としたERPシステムおよび各種ソリューションサービスを提供し、企業の経営改善、業務改善を支

援しています。現在、約17,000社の中堅・中小企業ユーザーを有しています。 

 

 

 

 

【本件リリースに関するお問い合わせ先】 
株式会社ミロク情報サービス 

社長室 広報･IR 担当 川口・山田 

Tel：03-5361-6309  

Fax：03-5360-3430 

 E-mail：press@mjs.co.jp 

http://www.mirokukai.ne.jp/unseminar/main.html
http://www.mjs.co.jp/
mailto:press@mjs.co.jp
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